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第
24
期
十
王
囲
碁
名
人
戦

　

２
月
11
日　

十
王
地
区
公
民
館

※
○
数
字
は
順
位

①
五
十
峯
隆
・
六
段
（
十　

王
）

②
加
地
正
幸
・
四
段
（
高
畠
町
）

③
竹
田
嘉
正
・
五
段
（
荒
砥
乙
）

④
平
吹
晴
彦
・
六
段
（
南
陽
市
）

⑤
高
山
正
宏
・
四
段
（
荒
砥
甲
）

⑥
菅
間
博
美
・
三
段
（
荒
砥
乙
）

　

県
の
も
の
づ
く
り
産
業
の
競
争

力
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
『
山
形
エ
ク
セ
レ
ン
ト
デ
ザ
イ

ン
２
０
１
１
』
が
実
施
さ
れ
、
山

形
新
興
株
式
会
社
（
竹
田
良
一
社

長
）
の
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
型
可
変

側
溝
」
が
エ
ク
セ
レ
ン
ト
デ
ザ
イ

ン
賞
を
受
賞
（
平
成
15
年
度
の
奨

励
賞
に
続
き
２
回
目
）。
２
月
17

日
、
山
形
市
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

吉
村
知
事
よ
り
賞
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
製
品
は
、
従
来
の
側

溝
フ
タ
面
を
な
く
す
こ
と
に
よ
り

舗
装
面
が
広
く
な
り
、
段
差
も
無

く
、
通
行
し
や
す
い
バ
リ
ア
フ
リ

ー
に
配
慮
し
た
構
造
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

竹
田
社
長
は
「
こ
れ
ま
で
側
溝

の
フ
タ
の
上
を
歩
く
と
い
う
こ
と

に
抵
抗
が
あ
っ
た
。
こ
の
側
溝
が

普
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
足
の

不
自
由
な
か
た
や
お
年
寄
り
の
か

た
も
安
心
し
て
歩
道
を
歩
く
こ
と

が
で
き
る
と
思
う
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
さ
ら
に
よ
り
良
い
製

品
を
作
り
出
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

山
形
新
興
株
式
会
社

受賞した「バリアフリー型可変側溝」

３
月
２
日

　

２
月
21
日
〜
23
日
、
全
国
農
業

大
学
校
等
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

が
開
催
さ
れ
、
東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
と
し
て
出
場
し
た
山
形
県
立

農
業
大
学
校
２
年
の
鈴
木
泰た

い

人と

さ

ん
（
鮎
貝
出
身
）
が
、「
夏
秋
ど
り

い
ち
ご
新
規
栽
培
者
の
た
め
の
新

シ
ス
テ
ム
及
び
長
期
安
定
生
産
技

術
の
開
発
」
と
題
し
た
発
表
で
最

優
秀
賞
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
身
近
な
材
料
な

ど
を
使
っ
て
い
ち
ご
の
水
位
を
適

正
に
保
ち
、
長
期
間
安
定
栽
培
を

可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。

さ
ら
に
、
余
剰
水
の
利
用
と
肥
料

費
を
削
減
さ
せ
た
こ
と
で
所
得
の

向
上
も
実
現
し
た
と
い
う
事
例
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
の
際
、

自
分
が
や
り
た
い
こ
と
で
地
域
の

た
め
に
も
な
る
こ
と
と
考
え
た
と

・昭和30年、県立農業試験場経営伝
　習農場として設立。昭和58年、新
　しい農業大学校として発足（修業
　年限は２年）。
・学科など…野菜・花きなど５つの
　経営学科があり、実践農業に役立
　つ各種資格の取得が可能。
・現在、白鷹出身の在学生は４人

き
「
農
業
」
が
浮
か
び
、
農
大
に

進
む
こ
と
を
決
意
し
た
そ
う
で
す
。

　

野
菜
コ
ー
ス
（
夏
秋
ど
り
い
ち

ご
）
を
専
攻
し
た
の
は
「
土
地
も

な
く
農
家
の
生
ま
れ
で
な
い
自
分

で
も
取
り
組
み
や
す
く
、
面
積
当

た
り
の
所
得
も
多
い
か
ら
」
と
い

う
理
由
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

今
回
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、

収
量
増
加
や
実
用
化
と
い
っ
た
面

で
課
題
が
多
い
た
め
、
４
月
か
ら

は
山
形
大
学
農
学
部
に
編
入
し
、

さ
ら
に
研
究
を
続
け
る
そ
う
で
す
。

　

将
来
的
に
は
白
鷹
で
農
業
を
し

た
い
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
鈴

木
さ
ん
。
今
後
の
活
躍
に
も
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・鮎貝出身の27歳
・休日は読書などでリフ
　レッシュ

鈴
木
泰
人
さ
ん

　

現
在
、
福
岡
県
博
多
市
を
活
動

拠
点
に
し
て
い
る
お
す
ぎ
さ
ん
。

当
日
は
朝
６
時
か
ら
の
収
録
を
終

え
、
名
古
屋
か
ら
白
鷹
に
駆
け
つ

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

思
わ
ず
「
へ
ぇ
〜
」
と
い
っ
て

し
ま
う
芸
能
ネ
タ
の
後
は
、
専
門

の
映
画
の
話
へ
。 

　

先
日
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
話
題

を
中
心
に
受
賞
作
品
や
俳
優
、
ま

た
、
お
ス
ス
メ
の
映
画
ま
で
、
独

自
の
『
お
す
ぎ
節
』
で
大
変
わ
か

り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　

お
す
ぎ
さ
ん
の
お
ス
ス
メ
映
画

は
「
し
ゃ
べ
れ
ど
も
し
ゃ
べ
れ
ど

も
」。
国
分
太
一
演
ず
る
落
語
家

を
中
心
に
展
開
し
て
い
く
作
品
は
、

こ
の
企
画
初
の
邦
画
で
大
変
楽
し

い
映
画
で
し
た
。




